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子供のしつけをするとき、どうしても理屈を言っ

てしまうことがあると思いますが、幼児期にはなか

なか効果が上がらないことが多いと思います。 

乳幼児期の子育ての特徴を一言で言うと子供

の無意識の世界に良いもの（プラスのプレゼント）

を沢山与えてあげること、良いもので埋め尽くして

あげることだと言っても差し支えないと思っていま

す。 

『ものの道理を説明してよく言って聞かせたの

になかなか分かってくれない』、それどころか、３

歳から４歳くらいにかけて、『やってはいけないと

言っているにもかかわらず、何度も繰り返し』、お

母さんが腹を立ててしまうことはよくある事です。 

幼児が徐々に論理性を身につけ、言って聞か

せると分かるようになってくるのは５歳前後からで

す。それまでは情緒性に支配されていますからな

かなか理屈が通らないのです。それに人間の行

動は意識に動かされて行動する

のではなく、無意識に動かされて

行動します。 

意識は、論理的に積み重ねら

れるので、多くは小学校以上にな

ってから出来ると思いますが、無

意識は赤ちゃんのときから知らな

いうちに蓄積していきます。 

さらに意識に比べて無意識は

何倍もの大きさがあります。丁度、氷山の海面から

上に出でいる部分を意識の世界とすると、水面下

にその何倍もの大きさの無意識の世界があること

にたとえることが出来ます。この何倍も大きい無意

識によって人間の行動が決められているわけです。

植木等のスーダラ節にある『分かっちゃいるけどや

められない』と言うのが人間の本性です。意識の世

界ではどうすれば良いか、どうしてはいけないのか

をはっきり分かっていても、無意識の世界を意識で

コントロールすることが出来ないので、考えたように

は行動できないのです。したがって、子供に良い

行動をしてもらおうと思ったら良い無意識を育てる

以外にないのです。 

良い無意識を育てると言うことは、子供にプラス

のプレゼントを沢山与え、無意識の世界をプラスで

埋め尽くすことです。これを心理学ではプラスのス

トロークで育てると言います。 

身体的ストローク、心理的ストローク、言語的スト

ローク、それぞれにプラスのもので育てることです。 

身体的プラスのストロークとは肌のふれあい（ス

キンシップ）のことです。なでる、さする、抱きしめる

ということをすることで、マイナスは殴る、ける、つね

る等の暴力行為のことです。 

心理的プラスのストロークとは心のふれあいのこ

とで、微笑む、うなずく、相手の話に耳を傾ける等

をすること、マイナスは、返事をしない、にらみつけ

る、あざ笑う、無視する、信頼しない等です。 

言語的プラスのストロークは褒める、慰める、励

ます、語りかける、挨拶するに対し、マイナスは叱

る、悪口を言う、非難する、責める、皮肉を言うなど

です。 

良い子になってもらいたいばかりに厳しくスパル

タで育てたとします。何が良いことで、何が悪いこと

だと沢山理屈を言って叱ることが多いと思います。

理屈は意識に働きかけていますが、怒りながら言っ

たことはほとんど記憶にはとどまりません。記憶にと

どまって今度からそうしてみようと思うようになるの

は、心に安心感や安定感があり、

前向きになっているときです。では、

怒りながらスパルタで育てた場合子

供に何が伝わるのでしょうか。無意

識の世界に『人をコントロールする

には暴力を使うことが効果的だ』と

いうことが蓄積されていきます。 

子供をしつける場合、理屈を言っ

てもなかなかうまくいかない原因が

見えてきたでしょうか。 

これからでも遅くはありません子供に沢山のプラ

スをプレゼントしてください。無意識に蓄積されたも

のが大人になって行動に現れてきます。 

よく、子供時代に虐待を受けた人が、自分が結

婚して温かい家庭を作ることを夢見ていても、い

ざ家庭を持ったとき、やっぱり自分の子供を虐待

してしまうということを色々なテレビ番組で報道さ

れているのを見たことがあると思います。 
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